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　　Ha しchery −reared 　barfin　1］ounder
．
Vei’asPer 　mos ‘／7

’i　were 　released 　and 　re じa1）tured　in　A1｛keshi　Bay，　and 　their

st〔，mach 　contents 　were 　 exalnined ．正；〔エod 　organisnls 　were 　classihed 　int〔）Mysidacea，　Flabcllifcra，　Crangollidae，
other 　DeじaP （lda，　Pisces，　a1．1d　oもhers．　Five　i［idices 　were 　aPPlied しo　analyze 亡he　stQmach 　coIltelUs ；frequency　of　oc −

currence ，　percentage 　oflluTI ユbcr　and 　weight ，　index 　of　relative 　importance　an ⊂l　tT・〔〕Phic ］evel 　indcx．　D ，）millallt　prey

itelus　changed 　with 　size ，　Mysidacea 〔sizL・≦ ⊥50111111TL），Mysidacca　and 　CrzLng〔midae （150−250　mmTL ），Cra11−

gollidae　and 　Flal）ellifera 〔250−300　mmTL ：旨，Crangollidae〔300−400　mmTL 〕とmd 　Crang（midac 　and 　Pisces〔＞ 4〔）O

mmTL ｝・Tt−c）1）hic　level　index　also 　illcreasしdwith　size ，　indica〔．ing　a　higher　food　ll［che 　of　larger　barLin　Heunder．　The
food　niche 　of　the　barfi1．1　i！ounder 　was 　low　ill　spri ［lg 　and 　increased　ill　sunlmer 　and 　a．utUl ／ll／．
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　 マ ツ カ ワ y吻郷 P ‘尹1P　7ηθ5醒
『iは，体 長 70　Cm 以．Eに な る

大型 の カ レ イ科 魚類 で あ ；．．1，茨 城 県以北 の 太
．．
「li洋1［｝岸：，

能 登半島以 北 の 口 本 海 沿 片い3北 be，道 周辺 ，千 島、サ ハ リ

ン ，沿海州’よ と：
．
に 分布 す る。［・Lt 近 年，木 種 の 大 然 魚 の 分

布密度は ．i三分布域 と され る北 海道 太 平 洋沿 岸：て も極 め て

低 く，3：1

資源は 壊滅状態 に あ る と椎 定 さ れ，希
．
少 生 物 と

．
され て い る。4

．
本種 の 保全の た 〜．）に は ，生物学 的 な 知 兒

の 収集 とそれ に．応 じ た 対策 が 必 要で あ る、、しか し，本 種

の 生 物学的知．見は 非常 に 乏 し く，な か で も食件 に 哄1す る

Jx
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　資 源 の 回 復 を 図 る た め に は ，対 象種の 生 活様 ：正覧に 対 応

した 方 策 を開 発 す る 必 要 か あ り，食性・）研努1は そ の 基礎

と して 非 常 に 車：要で あ る、、L か し，マ ッ カ
1
ノは 前述の 」亘

り 希
．
少 生 物 とさ れ て お り，　’・1 天 然 魚の 食性 を 明・

） か に
一
“
．

る こ とは 極 め て 難 しい ，， 日 本栽培漁業協会厚岸串1業場

〔∫．ス　ド当
下1〒業上易）　

一
（「｝よ，　1986 年 ｝，．；陸 ．1：イ（f曹きこ よ る

ヒ
く
广
ッ プ1

ワ 刊t魚 の 生 産 に 初 め て 成功 し．1987 年 に は 人
一
「：生 産 し

た椎 魚の 厚岸湾 へ の 標識放 1充ぜ 剛始 した。標識放流魚の

：ト呼41h糸吉丁果に　．丿L ・
．
て は 1：度三翌 」丿

罰 力 判乏告
．
し．
’
L
”

い E、） ゐi，　、こ れ．レ．、

の 再捕魚の
．．・
部を 用 い て 胃内容物に

．．
）い て 調 査 し，本 種

の 食性 に 関す る 矢凵見を 得た の て報
．1⊥｛一す るロ

材料と 方法

　 マ ツ カ ワ の 厚岸湾へ の 放流結果‘．）慨要を
广rable　1 に 示

一
弓
．
、，　本研 ：究じり 禺夏木 と L．

『
ぐ月日L．・プ：二「♂ ッ プ71．ノoつ放 汐記｝ま ／992

年 か ら 1998年 に か け て
．
行 わ れ ，各年 の 放 1πこ尾 数 は

2，000〜14，000　）d，平 均放 流 全 長は 51〜88mm で あ ・．．
，

た。放 流 前 に 唯 魚 tL、’ALC 　（Alizarin　coinplex 〔）ll ；1司仁

化 学 研 究 所 ） 濃度 80mg 〆L の 海水 に 12 −−24 時間 浸 漬

し，耳 石標 識 を 施 した 。 再捕魚に つ い て ，全長，耳石 上

の 標識 の ．人 きさ お よ び 各午級 群：に 特微 的 ，，tiA
．
眼側 ・無1艮

側の 色素異常 の 出現 状 況 に よ り放 流 年 を特 定 Lた 。

　ラ♪：杓†｝こ J”L丶メこ標 本［’t，　厚1ギ：才胡「
プ1
『C・巾畠2m ，　F壽〕さ 0、31n

）ソ 1．J ：：i’ッ ト を 分速 50　m で 各採集 点 2 分 間 曳網 して 採

取 した D そ の 他 厚岸湾周辺 の 小型定置網，刺綱，桁 曳網

お よ び 大型 定 置網 に ．9：り漁 獲 され ，厚岸魚市士5に 水揚 1・　−J
ご
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ALC
厂25rnmlIALC2

一
mlr1 ：IALCI

　 ，mmlALC25

鼠 4〔ln、m

AITI、しrm 　t
．
UIIII ）1　 〔／t　　丶L⊂　　

，as 　u 　dfOL 匚d9 ．　望、　Tり tal　 lengl　I〕日〔　nggl ［19
　 　 1nxpa ・［thL
’
1− oSIZCi 　ndhLaLc ・山川 11　 ヘ1．C　mal1

￥れ た 個 体 も 〃 析 に 供 した 。標 本は 1994 年 4 月 か ら

1999 年 12月 ま k．の 間に 得 b れ た。採隼 した 慓本は，1自

ち にナ 験
th

に 好 ・帰 り、全長，体 弔プ 測 疋 後 胃 を 摘 出

し，十鮮状剋、り よ 主 冑1ナ1容斗勿の 靦
宀 ．

r竹　た 。

　マ ツ カ ワ の 冑内容物 と して 出現 した 生初 の 分類 は，良

辺 L 　に し た b　， て ，分狛 ≠」 c
．
） 1目 また は tl［t冖．1 を基

4f　，こ 冑内容物 を 分類 し た が ，不 卩亅
．
能 な もつ に つ い て は

1門 1 レベ ル と し，重 要 ピ考 え 〕れ る もの は さ ら に細 〃

し た 。胃内 δ物 を同 定 後，分 類 kT　．」とに 個 付 数 と翫 旺 尸

右．測定 し た。m 化の 影 響宝 個 体取 べ 具体 的・よ分類 群 が 不

明な 1．物は，一
律 に 消化物 と して 扱 い ，分 析 こ は 含の な

．
丿 っ た 　 さ C に，胃内容 物 と して 消 化 物 の ．A か 出 塊 ［’に

個体 广
’
よび 全 く胃 内容 物 が 出 現 L な か 一た 個 体の デー

タ

は ，分析 か
1 ・除 い た。食1「 ）比 較は，サ イ ズ，4節，採

年．4 、3 よ 」 雌 碓 に つ い て 行 っ た 。剣⊥の 分｝Jiは，出現 麹

度 法，個 1イ数法 お よ び 重量法の 3方法を用 い た。

　 iF現 願』ζ ゴ丿 で は ，餌生初 ガの 出 現 頻 度 ％F
， を LJ ド｛こ

よ り舁 出 し た。

　　％ F 广 〃 F × 100

　F は 胃 内 容 物 の 観 察 を行 った 個 体 数，f は 餌 1初 ガを

拶 餌 して い た 個 体数。

　 f固体 数法て は ，餠土 物 1 の 燗 体数 組 戊 ％ IV
， を 以 下 に

よ り算出 し た。

　　 ％N
，

− 7z ！＞× 100

　 N は 胃内容物 か ら 出現 した 全 て の 餌 ⊥ 物の 総 個 体数 ，

Iz
，

’
ま丿、の うち 餌 ｝月刀 iの f固体 委気。

　重量 法 て は ，餌生 物 7 の 重 量組 戊 ％ 毘 を 以 下 に 」： リ

算 出 し た。

　　 ％ 四 ＝u
，〆W × 100

　 1Vは 胃内 容 物 力・ 「．出 f冖 L ．
セ 全 て 。

．
）負ヒロ 物 の 新 市

冒，

tvl は その う ら餌生 物 io 重 串。

　 ま た ，二L要 な 餌 生 物 を 判 断 す る た 〜）に ，Pinkas　E／t

a ！H
の 餌料重 曳度 指 数 ∫Rノ　（index　 of　 relative 　 impor−

tance〕　ナP　　L°／
．．
卜　1 二　し；　〔つ　算 出　し．1廷。

　　丑 鉱
＝（％A’i＋ ％IV，）x ％F ，

　 t だ し，IRL ぽJI　 IT；に 大 きな 数字 にな る こ とか ら，　 k

り 見や す い イ ン ノ ソ ク ス と し て，以 ドの よ うな ％ ”〜1，

を 用 い た。

　　％IRIi＝　fl〜Ji！Σ IRJ，× 10（）

　水戸
1L は，胃「

ノJ容物 と し て 出 現 した 生 物 tL’　meして 魚

預の 挿間関 係 を知 る≠ め に，食地 位 の 概 念 を用 い た 。食

地 レは，魚類 群 集 内の 善魚 種 ）拝 餌 関 係 广
』
よび 1司 ・

餌牛

物を摂 餌 す る関 係 に よ っ て 定 よ る，魚種 間の 相対的 よ 位

置 と定 義 弋 れ，各 魚程 の 木 資 段 階 を比較 す るた め に 食地

位 プ’数 値 化 す る こ と こ lt・s て い る、本研 ノEて は ，水

戸
凵

の 方法 を
一
計吹変 して，乗養段 階指敬 〔7b と し て

食 地 位 ガ 以 トに よ io　fAfl亘化 した e

　　 71；．執 ノ× ％択 η 10山

　％IRI
， ほ栄 養反 陥 ノ ヴ＝1〜3） に 属

一1
一
る 餌主 物 iの 胃

内 容 物 に お け o ％IRI で ，グは 富永 ・喬
ll
田

1 を参 ζに 以

下 の よ うに 定め た。

　 栄 査 1之階 1 ： 植食者ある 、ぱ デ トリ タ ス 食者

　　　　　　 ア P コ ツ
ー
ノム ノ 煩，そ の 他

　 栄 査 段 階 2 ： 肉食
・
「⊥り無育椎動物

　　　　　　 コ．L ジ ャ コ 類，工 L．シ マ コ 類 1訊外 り 朋却

　　　　　　 類

　 米うkE［とF皆3 ： 魚類

　 得 られ た デー
タ の うち，栄養 段 階指 教 に つ い て it

＝
［的

に 比敢検討 し た。まず、各群 の 正 規・「牛を κ
2 適 合度 検 定

に よ り 倹定 した。比較す へ 蠶 洋全て に IF現・「生b 認 め 1 れ

る 場合か，よ かった た の ，グ 　 ス カ ル ・ワ ー一リ ス 検定 また

は マ ン
・ホ イ ッ トニ ー一佞 定 に よ iOT 均 値の 霽 ど検定 し

た 。 比 較 す べ き＃1　
，」 3 群 以 上 「、1均 1［目 二差 か 認 め ら れ

た拐 1， ，Scheffeの F 検宅 を用 い て 多市比較を 行 ・た。

結 果

　調査其月1ロ J目．頓こ 1，319 尾 力　） 胃1勾容 4勿〆ハ f号
’
　†L，　〆きび）う

．
t，　1，202 尾 力 叫 よ分 類 お よ ∪ ；1数 可 能な 餌 L物 が t，f れ

た、ユ，202 尾 の 全 長 軛 囲 は 35・〜532mrn て あ っ た 。

　 胃内 容物 と して 出現 した 生物　生 物群は ア ミ類 ，コ ッ

プ ム シ fB，エ L．／ r コ 類 ，そ の 他 の 十 脚 類，魚 類 お よび

そ の 他 に 分 類 した。そ の 他 と して 海 草，彫
匚
腸 動 物，多 毛

類，巻 貝類，二 杖 貝 類，ミ ノ ム ン 類，へ 冠 、ノ 類，ヨ コ

ェ ビ類，ヒ トデ 頻 う咄 現 した が，餌 牛物 全 休 に 占 b る 重

N 工工
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．
量
．
が相 対的 に 低 力・一っ たた め，そ の他に　

．
括 して 分析 した p

　　成長 に伴う食 性の 変化　マ ッ カ ワ の 成長 ｝．．1．伴 うN 内容

物 分 析
．
結 果 を Table　21．こ 示 す、，分 析 は 全 長 50　mm 以

一
ト
．

ん
．
・ ら 50mm 「菅Ili鬲．rぐ 行广し．・，　＞ 400　mm ｝：よ　

・
括 し

．．
〔ラデ十斤L

た。

　　tl．｝現 頻 度 法 て
．
．見 る tl二，全 長 100　mm 　L．；丿、下 て ｛．．まほ と ん．

ど（｛．）丁固体 力∵77 ミ渠典でヒ｛
．
異餌 L ，

（L．・t二 。　100−−2001
．
lllll

ヒ．
〔；
．
よ

ア ミ類 を 摂 餌 し て い る 個 体が 多 く，次 い で コ
・．ソ ブ ム シ

類，コ
．．ビ ジ

．．・
、

．．コ 順が ．多か．．．．，た 。2．001nm を越 え る と エ ビ

ジャ コ 類を摂餌 し
一．
⊂い る 個体が．多 く、次 い で コ ツ

『
ブム ン

．

類，ア ：．ミ類，魚類 も多か っ た 、、全長 が大き
．
くな る に した

カ、　’っ　
『
〔フ

7

　．．ミ　｝夏を壬要Ef軋U：L．．，　『（1t．、t／’i， ↑固．raiじ’．）睿チ1亅煮：  7 ヨi14i｛．レ　L．　，　　t℃才．二〕
．．．．） て こ［ビ ジ

．
ヤ コ ．類 才5 よ こゴ魚，類 を摂餌 して

．
い る 催1f本が ：L

．．曽
．
加
．
l

L．た。

　　個 体数法て 見 る と ，全 長 100nlln　l．ス ドで 1；．
．
よア ミ類 が

餌．牛．物a．）．個 付∫
．Vi”　t／．）．1．．よ．．．Lん．、ど

．
を 占め た、．、100〜1501um で

は ア ミ類
．
が 最 も数 多 く摂餌

．
され て お り，次 い で コ ッ プ ム
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摂餌 きれ て い た の ；こ変 わ り な い が ，次 い で コ ツ ブ ム シ 類

と 二［
．．ビ ジ ．・r コ 類 が 数 多 く摂 餌 さ れ て い た 。250 〜400

mm で は，エ ビ ジ r・コ 類 が 最．も敬 多 く摂負曄さ れ．次 い で

コ ツ ブ ム シ 類 が 摂餌 さ才して い た 。 さ ら．に ，全長範囲に よ

・．，て は ア ミ類，他の
一
卜脚類 な どが 数 多 く摂餌 され て い

た 。
＞ 400mln で は、コ

．
ヒ ジ ャ コ 類，コ ツ ブ ム シ 類 お よ

こド、ψけ質；勢数 多 ．〈担；郎千
’
され

’
「L・t二。

　　重 量 法 で 見 る と，全 長 100mm 以
一
トで は ア ミ類 が 餌

生 物 の 重 量 の ぽ とん と を
・
占 め た。100−．200　mlll で は ア

ミ類の 摂餌 重量 が 勿 く，次 い で エ．ビ ジ ャ コ 類 が 多か っ た。
200mm を 越 え る とエ ビ ジ ・t’コ 類 と魚 類 の 摂餌 量 が 多

く，全長が 人き くな る に した がって 魚類の 摂餌量，うヨ曽加

した。

　　餌料重 要 度 指数 で 見 る と，全 長 1501nm まで は ア ミ

類 が 最 も高 か りた 。
150〜200mm で は ア ．ミ類 が最 も高

く，次 い で エ ビ ジ ャ コ 類 で あ 一
り た が，200〜250mm で

は そ の 順 で・
’
tは 逆 転 した。250　mm を 越 え る とエ ビ ジ ャ コ

類 が 常 に 高 く，2 位 は 25．　0・− 300　mm で コ ッ プ ム シ 類，

300 〜400mm で は 顕 著 に高 い 餌 料 生 物 が 無 く，＞ 400

mm で は魚 類 で あ った。重 量 法 で 認 め られ た 成 長 に 伴 う

i．q類 び）抂旨食耳量 び）J曽力口e，二よ り，　蘇d燹0 ）食耳奉斗重 要 厂斐手旨数 も 「司

様 に 増 加 した 、、栄 養段 階 指 数 も 1．07 か ら 2，12 まで 成 長

に 伴 い 同 様 に増 加 した （Fig．1）。全 長 別 の 栄 養段 階 指

数 を 比 較 した と こ ろ ，50〜200mm ，200〜300　mln お

よび 300mm を 越 え る群 に 分 け ら れ た 　（p＜ 0．05〕。な

お ，50mm 以 下 で は 栄養段階指数 が 1．00 で ，分散 が 0

で あ っ た こ とか ら，統計倹定 か ら除外 L た。

　採集年 に よ る食性 の 違 い 　 マ ツ カ ワ び）食性 を 餌料重要

変指数 て 見る と全 長 200mln ま で は ア ．ミ類が 高 く、200

mm を 越 え る とエ ビ ジ 叩 コ 類 が 高 か っ た 、、ま た ．栄養段

階指 数．に つ い て も 4＞長 2〔｝Omm ま で は 低 く，200mm を

越 え る と 急増 し た 。こ の よ う に ，全
．
長 200mm で 食性

に 大きな 変化 が 認 め ら れ る こ と か ら，全長 ≦ 200mm と

＞ 200mm に 分け て それ ぞれの 全長範 囲 ご とに 採集年・に

よ る 食
’1「の 違 い を

’
検討 す べ き と 考え た u しか し，100

1nrn 以
一
ト
．
お よ び 400　mm を越 え る 個体に つ い て ：ま、　手采

集数 に採集年間の 偏 りが大 きい こ とか ら比較分析 か ら．は

除外 し，100−・200　mm 〔小型群） と 200−−4｛〕Omm 〔中

型群） の ふ た つ の 全 長群 に つ い て 比 較 を 行 っ た。

　　小
．
型群 の マ ツ カ ワ で は ，採集数 が 15個 体 を 越 え た 4

て「間 で ⊥ヒ較 し た （Fig．2〕、1997 ，99年 は ア ミ類 の 割含

が 高 か った が ，1994　｛，「に は ア ミ類 とエ ど ジ ャ コ 類，
1998 年 に は コ

．．ビ ジ ャ コ 類 と コ ツ ブ ム シ 類 が 高か った一

栄養段 階指数 は 1．04〜1．49 の 範 囲に あ り．199．　8　／’e’が

97，　99午 1こ玄寸し
v
（有意1こ高力・っ ゾこ　〔♪〈 0，05）、、

　　中型 群 で は，1996 年 を除 い て 15 個 体以上 の 標木 が得

ら れ た 〔Fig．3）D
い ず れ o）．年 も）

．．1

ビ ジ ャ コ 類 の 害ll合 が

高 か っ た こ とに 違 い ｛よな い が．1994，99 勾一に ．は エ ビ ジ

ャ コ 類 が ほ とん と で あ一．t た の に 対 して ．1997，98　ll．．に

は コ ツ ブ ム シ 類，1995 年 に は 魚類 の 割 合 も高 か っ た。

栄 養段 階指数 は 1．61〜2．05 で あ 一・コた 。 多 重比 較 で ．は，
1994 脅二と 97，99 ｛｛．・の 間，1997 イ「．と 98，99 年．び）問 で

；よ差 力〜認 ようら t／な カ・．・オニガ1，　f也び）ご年春r問ゴ
ぐにヒデ自力椿忍ポ，ら

れ ，1997，98 午に 低 く，／994 ，99年 に 中 位 で，1995

F

1。61
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　　　Respective、・ulues 　 al

．
e　 expressed 　by　 thc 　 meal1 ＋ SE．

　　　Data　 connecLed 　 with 　lines　indlcatc　 signi批 ant 　dlffer−

　　　ences 　〔Schellごs　F 　test，　p＜0．05〕，

Yeer

Fig．2．　Comparison　of 　 feedi［ユg　 habits　 of 　 released 　a 【ld

　　　recaptvrecl 　ha 亡し：11cry−rcared 　ba 「而11　flounder　（100−200
　　　mm 　TL ：I　in　Akkeshi 　Bay 　betweell　samplillgyears ．〃〜I

　　　illdicaしe ＄ index　 oF 　rela 亡ive　illrportallce　 and 　7
’
troPhic

　　　level　index．　Expressed　values エ，f　Tare　refel
．
red 　t〔｝Fig．

　　　1．Data　connec 亡ed 　厂ith　Hnes　i】1dica 匸e　si．gnificant　dif正br−

　　　ences 　〔Sche 且セ
’
s　F ［esし，　p40 ．05：1．
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Fig．3．　Comparison　 of　feeding　habits　 of　 releas （：d　 and

　　 recaptured 　haLchery−reared 　bar士ln且ounder 　（20〔〕
一．40〔｝

　　 mm 　 TI、：I　 in　 Akkeshi 　 Bay 　between 　 sanipling 　ycars．

　　Refer　to　Fig，2for　expressed 　values 　of　1
’
and 　explana −

　　tory　 notes ．　 Data　 conmectcd 　 wit ｝l　 lines　 irldicaLe　 sig −

　　 Ilihcant 　diiiをrences 　〔Scbe幵モゴs　F　test、　P〈 〔〕．05）．

イトi・／二濤｝L・と二半ill肇斤：さ才／孟二　〔p 〈 0，05：：1。

　季節 に よ る食 性の 違 い　マ ツ カ ワの 食性 は，大 き さ お

，．ltび採 集 年．に よ り異 な っ て い た 。そ こ で，多．数の 標本が

得 られ た 1994f 「に 採集 さ れ た 全 長
．20〔）・、．400　 mm 　 ，／1．）マ

・
ソカ

1

ノの 食 性 を，春 期 〔3−．5 ．月〕，夏期 （6−− 8 丿1），秋

期 〔：9〜11月 ） の 季 節 に 分 け て 分析 した D
．冬期 に は 標 本

が 得．られ な か 一．’た u

　．季節 ご と の 妍 料 重
1

契度 指 数 と 栄 養 段 階指．数を Fig，4

に示 す。平 均
．
全長 は春期 が 276mm ，夏朋 が 279　mm ，

秋 期 が 320mm で あ 一．
） た，、夏期 と 秋期 は エ ビ ジ ーv コ 類

の ％IRI が 高 か 一．
〕た の に 対 して ，春期 に は J

．．ビ ジ ャ コ 類

が 最 も高か っ た もの の ，ア ミ類 お よ び コ ツ ブム ン 類 ；も高

か 一．
：1 た 。栄養 1：殳1；皆才旨委文は ≡葎其服こ 1．72 と低 く，　變其月，秋

其1」に そ
．
れ そ れ．1．93，2．03 と．春期 に 対 し

．
て 有意 に 高 か 一．

｝

武二　（P 〈 0．05）D

　性別 に よ る 食 性 の 違 い 　マ ツ カ ワ は 雄 375mnl ，雌

420mm の 全 長 で 成 熟 す る 個 体 が あ る こ とが 硴 認 さ
．
れ
一
（

い る／t ］ls：：そ こ で ，．全長 350　mln 以一Lの 1固体で，雌 雄 を判

別 L た 標本 に つ い て 食性 の 分．析を 行・．〕た e

　性 別 に よ る 餌 料
．
弔 要 度 指 数 と栄 養段 階 指 数 の 違 い を

Fig．5 に 示 す 。平 均 全 長 は 雌 413　mlu ，雄 383　mm で あ

っ た。雌．雄．共に コ
．．ビ ジ ャ コ 類 と魚．類 の ％．IRIが 高 く，栄

養段 階指数 に も有意 な差 〔p＞ 0、05〕 は認 よ｛．）られ な か一．．，

た。

Fig．4．　Seasenal 〔二hanges 　 of 　feedillg　hal）its〔｝f　 released

　　 and 　recaptured 　llatchcry−1’ct；M・e〔1　bar丘in　tlounder　ill

　　Akkeshi 　Bay ，　Refer　tQ　F［g，2for　expressed 　valucs エ〕f　T

　　 and 　explalla 匸ory 　notes ，　Dat…1　c （mne 〔二ted “，ith　lir1（：s　indi・

　　 cEIしe　signiiicant ⊂Li且セrences 愛ScheHセ
噛
sFtest ，　Pく 0．05）．
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隔
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Fig ．5．　Comparis（川 Qf　feecling　llabits　 of　 r〔〕1ease（l　 alid

　　 recapturedhatchcry −1’e，ared 　bHrt「n　H エ：，ullder 　in　ilkkeshi

　　Bay　by　sex ．　R じfer ω Fig．2f エ）r　exl ｝resse （l　values σf
’
1
’

　　alld 　 explanatory 　 llotcs ，　Nc） di幵’
crence 　il1’f’betweerl

　　female　and 　lllale　 l：Malm．Whit11ヒヅ s び tesゆ 〉 ｛〕．05 ）．

考 察

　人一L生．産 した 稚 魚 を放 流 し，厚．岸海 域 で 円捕 され た マ

ツ カ ワ の
．
食性 を，出現頻度法 に よ る

．．．一．
般 性，個体数法

．
に

よ る 選択性 お よび 重 量 法．に よ る 栄 養源 とL．．て の 重 要．度 か

N 工工
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L 乃 析 す る と，方 法 に よ り微妙 に 結果は 異’よ ・．た 。

　 そ こ で ，胃内容物 として 出現す る ⊥［叶 物の 重要 性’一’総

合的 に 評 価 す る方 iナ と して 餌 料重 要度指数 （JRI
’
）　
i〔ド

ご 用

い た。〃〜∫を用 い た 分析 結 未力　，，マ ッ カ ワ は 成長 に 伴

　 て 食性 ） 変化 し，全 長 35〜200mm ま て は ア ミ類 ，

200mm を越 え る とエ ビ
．
ジ ャ コ 預 を主 要 な餌 f十とす る こ

と刀 ノか っ た、k た．魚 類 の 重要 仕 ザ 成長 と と も に 増人

した。

　 放 流 した マ ッ カ ワ は，全 長 30   mm ま て 辰 抗場 り「か

ら 20km 以 内 の 場 1）「で 再 捕 茎れ ，こ の 大 き さ ま で は ノ（

き な 水平 方 向 の 移 動 力 「，忍め レ〕れ な い
じ

s
食
．
陸4）無換 t，

回 遊 の よ うな
ノ1
’
LE学 的 な 条件 よ り も，口 の 大き 一とい っ

た 生 物 学 的 な要 因 に よ り起 こ一て い る可能性 か っ 〃 が κ．

る。

　 マ ツ カ ソ の 栄養 段 階 指 敬 は，Fig．1 に示 す よ ）に 小 型

群 〔：≦ 全 長 200nini） で ぽ 1．30 以 下 ，1†卩型 群 〔全 長

200 へ400mm ）て は ／，78 以 E『 P］　一・．，た。厚 岸湾 ）
・
部

で あ る厚 岸 湖 に 生 息 す る 魚類 の 前述 の 方 拭 ろ 用 い た栄 資

段 階 指 数 ご み る と，
．1．2 以 下 ，1 は へ ［ ハ セ ，ム u ラ ン

ギ ン ポ，ガ ジ，ウ ナ ギ カ ン ，タ 厂 ギ ン ポ ，イソ ハ 厂 ン

グ ，エ ゾ ア イ ナ メ，ク LI ガ ン イ，ナ 厚 カ シ お よb 金長

10G　mm 以 卜 ）シ モ」 フ リカ シ カ，丿 tb・” t た。こ れ
1

っは 凋 査

され た 16 悸 の 中 で 最 も食」也巨 の 低 い 邦 類 の 魚 種 で あ

り　 小型 の マ ツ カ ワ の 食地 位 は 1司程 度 に低
圏・と 考 え ）れ

る。こ れ らの 魚種 で 小型の マ ツ カ ワ の 重要 な餌料で あ る

ア ．ミ類。」よび エ ビ ソ ヤ コ 類 ど主 に摂餌 して い るの i，ヘ

ビ ハ ｛ ，タ 厂 ギ ン ボ，イ ソ パ テ ン グ ，エ ゾ ア イナ メ お よ

び 全 長 1｛〕〔｝mln 以 下 の シ ’フ リ カ シ カ で あ った。！1

した

〃っ て ．こ れ ら の 魚種は 小 型 の マ ッ カ ワに と っ て 餌 料 ）

競白仰 て あ る 可 育L 叶も 考 え り れ る。

　 上 述の 調 杳
9

に お い て，栄 査段 階指数 て 1．8〜2、20 魚

椪 は，ワ サ ギ ア イ ナ メ ，全 長 225mm 以 ．lo ）ン モ フ リ

カ ン カ お よび エ ゾ ク トbウ オで あ一
っ た 、、＿れ らの 魚挿は，

16稀中 て オ ク カ ジ カ に 次い
一

食地位 の 高 い 魚伸 で あ

U ，中 型 以 上 の マ ツ カ ワ の 食地 位は か’よ り高い と考え レ

れ る。中 型 以一Lの マ ツ カ ワ の 1要 ’、∫ 餌料で あ る エ L シ ャ

コ 類，ア ．ミ類，コ ツ ブ ム シ 類 お よび 魚類
子 P−

↑食 と し て い

る 魚 種 は 全 長 2251nm 以 ．lo）ン モ フ リ カ ジ カ お よび エ

ゾ ク サ ウ オで あ り，こ れ 1
の 魚種 は 中 型 以⊥ リ マ ツ カ ワ

に と っ て 餌 料 の 競 合 稀 て あ る可能 性 力示 唆 され た 。

　 食
・1［の 孝即 変化 に つ い て ，1．要 な 餌料 は 屍 HX 〔

二秋 期 か

エ L ジ ャ コ 類で あった の に 対 して ．合朋に は エ ヒ ジ ャ コ

類 こ加しこて ．ア ミ類 才
齟kし コ ツ ブ ム シ 狛 も∫L較白勹9yく押

負t手し＼ し・た，，　禾aSE之1；皆手旨数 は春則1に 侭1く，　夏坦1，　秋期に

高 か ．．
） た 。厚岸 湾 で は 春 期 CO・一・8℃ ） か 1 夏 。秋 期

（10−− 16℃ ） に か け て 水漏 う大 き く変化 す る こ とか b ．

生 息 環 境 中 の 生 物 相 の 変 化 も X しい こ とが袵 e ・され 嵐，

季節に よる 食｛ゾ「 丿変化 は，こ の よ うな餠 生 物 相 の 季 即 変

化 し 幻 応 して い る こ と／v 考 え ．れ る が，餌生物銅に 関 す

る 川 見は ほ とん と’よ い
。 また，餌 生 物相は環境の 勾変動

に 　人き く景 巨 され る こ とが ら，本 研 究 て 認 ）F れ た採

穿年 に よ る 食性の 地 丶につ い て も，餌生 物 相 の IH 変動 が

重 喫 な 役割 を果た して い る もの と 考え ．）れ る、、

　 性別に よ 5食性の 違い に つ い て は，雌雄 共 に エ L ジ ャ

コ 類 と 頭類 が 土 餌 料 で あ り，栄養 段 階指 放 に も有 口th　ti

は 亙
1

）ら れ な か っ た 。こ の こ とカ レ 　 マ ツ カ ワ の gtMtに

岬雄 の 弄 は な い もの と 考 え られ た
。

　 マ ツ カ ワ 放流魚の 食性 に 関 して ，オ ホー．ツ ク 海 吟 長

24 〔｝〜300n11n），
．
北 麒 道噴 火 湾 峰 長約 60〜1001Tlm）61

．』よ び 岩手県 TLf浜湾
一

の ku　H カ あ る。オ ホ・一
ッ ク 血 で

は，エ L ／ 1
’コ 類を 主 体に エ L 煩，ヤ ドカ リ類 才

‘hび カ

ニ 煩 て 胃内容物重量の 90％ 以 Eた 占め た。水 抹 別 の 風

生 動物の 生 息量も1司flJに 調査さ れ て お り，い ず れ の 水深

に お い て も 十 脚 預 ）生息量 力 最 も多 か っ た。マ ツ カ ワの

1
肖

「

内容物里 景 組成 は 水 沫 81n の 底 十動 物 ノ1．息 量 組 成 と

極 う て 類 似 し て お リ　 4．長 240〜300mm て k 非 選択 的

に 摂田 し て い る 可 能骨 が 示 唆 され て い ∂ 。噴 火湾 て は ア

．ミチτ」を三1−．体 と して ヨ コ エ L 類 も担餌 して い た
．
丿 ，環 上彪中

に は ヨ コ エ ＿預 う▽ ミ類 と同等，ノ・む レ ） 多 く分 布 して い

た 。 占よ 肉 ⊂1よア ミ 類を主 体 と して ヨ コ エ 1 類
一
、
）ヘ ラ ム

シ 類 も 摂 餌 し て い た、，餠料環境 と し て は ，ア ミ類の

．4cα漉 加 η酬 鴬 規 〜た耀 ん！〃 厚 の 生 息 数 tJ 最 圭b 勿 く，つ い で

ヨ コ エ ＿類
『
L あ・た が，マ ツ カ ワ の 胃内容物里量 組 成

は ア ミ類 の A ．アZ盈 備 α厩 が最 も高 か っ た，、以 i．：の こ と か

ら，Ilrl 三湾 て は放 流 マ ツ カ ワ は選択的に 特定 の ア ミ頒 を

摂 餌 して い た可 能 ｛牛 ノ 考 え 丿れ る。

　厚岸海域 「、は 全長 100　mm 以 ドの マ ツ カ ソ は ア ミ類

の 　を摂 餌 して お り，他 の 紛 域 で 多挿類の 叫料 を摂餌 し

て い プ絆 果 とは ff．∫ っ た 。 こ れ らの 食叶の 違 い は 生 息場

呀 の 朗 料 買 境，特 にア ミ 煩 を は じ
’
）と した i嬰餌生 物の

豊 唾 に起 因 して い る可 能性 うあ る。今後餌 生 物の 送択 1十
も含 ），厚岸19の p耳料 ナ鄂竟と本 挿 の 食｛∠［り 1細な 比 暇 if

行 う必 要 ウあ る，，

　本毬 と 同属 て あ るホ ン ガ レ イ VerasPer　variesJatug 　U）食

什 に つ い て も LU見 は 少な く，大 然 仔 絶 魚 に つ い て 内 田

（全長 13〜97mln 〕
14

お よ び 乃
．．一．「

） （標 準 休 長 13〜114

mm ル の 報 告 う あ る に 過 ．一な い 。そ れ
謠
に よ る と，ホ

シ カ レ イ仔椎魚は 小型 の 十 脚類 を 採餌 し，ee　4L体長 50

mln 以一Lて は エ L一類 ，カニ 類 を主 に 摂碍 して い た。放流

　 れ tこ ノ丶 一1．種 ）k に
’
つ L・『〔（・よ，　中 ネ寸ら t6・・カ　，　東京〜弯

『
ぐN：

捕 さ れ た 全 長 80− 400mln 　6 ）個 体 で は，．’L ヒ 煩 と カ ニ

類 を摂餌 し，全k り 増人 と と もに カ ニ 類の 割 名 力増 加 し

た こ とを 撮告 して い る。また．福島県伽 岸て 放流直後に

再 捕 さ れ た 全 艮 約 IOO　mm の 稚 礁 て は ，ア ミ類v 工 1一

ノ ヤ コ 類，カ ニ 類 な とが 多 く摂 餌 され て い た。lti ま た，

同 海域 で 採 集 さ れ た こ れ よ り ノ（型り 全長 135−・．394mm

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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の 放）rL魚 」よ ぴ 大 然 魚 に
尸

い て も，主 餌 料 は エ 1一類
力 ∴ 煩 　ヤ トカ リ類

．
あ っ た こ と t）報 名 され て い る。ま

た，fl長 135〜3941nm 　）ホ ン ガ レ イは 魚 類 も摂餅 し た

こ と力報各 一tlて
’F’IO．冂 犀 ）マ ツ カ フ とホ シ カ ン イ の

食惜 は 十 脚 煩 ぜ 巾心 と 1．．，魚類 も摂 餌 す ろ丿！ L 戦通 し て

／
t
’．Jo

　 ヲ、然 の マ ッ カ ワ ）食
’1：，1　 VE 在 ま て 明 ら か とな 、て い 6：

L・。　［’b・L’，放 デノrLVJ捕 魚　｝食們
．
ゴヲ

ー
然，息と大　　

’
孳」な ．3

とは 考え に くい 。木 研 究絆 果 く・ こ れ ま 天 の 知 見广 よ との

る と，マ ツ カ ワ は椎 魚 期 に は tに ア 　煩ンー拱 餌 し、成 長

に 伴 ・ て エ ヒ シャ コ 煩
・−i．女 ・よ餌 桝 とす る，kう に な り，

成魚
一．

ま魚類 の 告1亅含が 増加 す る とい っ の が，本 陣 ）Jl（　ts

的
『
成長に 伴う食

・1月の 変化
’

｝る 可能性 〃 示 iれた、、

　畝須 の 栽  角 f こ お け
．
る 攷 流 サ イ ス は 全 長 15｛，mm

ま L か
一

甜的 て 凄 」。木 研 究 に ．ltり，こ の 声イ ノ 辷　
’
U ・’）

マ ツ カ ワ は ，ア ミ類 ご ド 皮 よ餌 料 と
一4
一
る こ と ；）わ か 一

； 。放1冠　）疎境｛ 放 寵 矼．可1匚 ）生 残 ろ∫l！ tiす る 玉要 な要

1天lCあ る ttt ，マ ツ カ ワ に
ゴ．

い て は ア
．
、知 い豊 富 ・sha 」kが

好通 よ 放流易 「
め

．
二
こ と tJ

．明   か に，．っ た、、
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